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１１ 第第四四期期障障害害福福祉祉計計画画のの策策定定ににああたたっってて

○ 障害福祉計画は障害者計画とは別に、障害者総合支援法に規定する障害福祉サービス

等の供給見込み量などについて示すものです。

○ 障害福祉サービス等の供給見込み量は、「ビジョン」や障害者計画を踏まえて算定して

います。

○ 障害福祉計画は、「障害福祉計画策定に係る国の基本指針」に従って策定するものとな

っているため、第１章から第４章までの表記方法と異なっています。

２２ 基基本本指指針針にによよるる３３つつのの目目標標

○ 基本指針により、つぎの３項目の目標設定を行います。その算定方法についても、基

本指針で規定されています。 

（（１１））福福祉祉施施設設かからら地地域域生生活活へへのの移移行行

○ 福祉施設から地域移行する入所者数の目標を設定します。            

○ 平成 29 年度末の施設入所者数の目標を設定します。

（（２２））地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等のの整整備備

○ １か所整備 ⇒詳細は資料編44ページ参照 

（（３３））福福祉祉施施設設かからら一一般般就就労労へへのの移移行行

○ 福祉施設から一般就労への移行者数の目標を設定します。

○ 就労移行支援事業所の利用者数の目標を設定します。

○ 就労移行率が３割以上の就労移行支援事業所数の目標を設定します。

【第四期計画の目標値】 

① 一般就労移行者数（平成24年度実績の２倍） 

② 就労移行支援事業所の利用者数 

③ 就労移行率が３割以上の事業所数の割合 

９０人 

１５７人 

 ７０％ 

地域生活支援拠点…地域生活支援推進のため、居住支援機能（グループホーム等）と地

域支援機能（相談、緊急時の受入れ・対応や地域の体制づくり等）を一体的に行う拠点

のこと（多機能拠点整備型）。地域で機能分担する面的整備型も想定されている。

平成25年度末現在の施設入所者数 ４３９人 

【第四期計画の目標値】 

① 地域生活移行者数（平成25年度末時点入所者の12％）

② 平成29年度末の施設入所者数 

５３人 

４３０人 

第 ５ 章  第四期障害福祉計画
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番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

７－（１） 障害者差別解消の啓発事業 ― 
啓発リーフレットの
作成と活用 

７－（２） 障害者虐待防止センター事業 
虐待防止センター等に
よる虐待対応実施 

啓発リーフレットの
作成（平成 27 年度）
と活用 

７－（３） 啓発研修「マイフレンド講座」 ― 受講者数 40 人／年 

７－（４） 
成年後見制度利用の周知・利用

促進 

①地域団体が実施す
る講演・勉強会等への
講師派遣 20 回／年 

①地域団体が実施す
る講演・勉強会等への
講師派遣 20 回／年 

②相談会  ５回／年 ②相談会  ５回／年 

施策７ 権利擁護の推進  

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

８－（１） 福祉避難所の拡充 
福祉避難所 37 か所 福祉避難所 40 か所

無線機配備による情報 
連絡体制強化 

８－（２） ヘルプカードの周知・啓発 啓発事業 ９回／年 啓発事業 10 回／年

８－（３） 
公共施設におけるユニバーサ

ルデザインの推進 

障害者等へ意見聴取  
延４件 

（平成 23～26年度）

（仮称）地域福祉・福
祉のまちづくり総合
計画で目標値を設定 

施策８ 安全・安心な暮らしの支援  

番号 事業名 平成 26 年度末見込み 整備・事業目標 

９－（１） 
☆ 

訪問支援（アウトリーチ）事業
医師・保健師による訪
問支援 

地域精神保健相談員
（精神保健福祉士）を
加えた多職種による
訪問支援 

９－（２） 
地域移行・地域生活支援情報の

充実 

地域支援機関との協
働で、光が丘・北町地
域の相談先、サービス
等を記載した生活応
援ガイドブック「はば
たき」を作成 

各地域版生活応援ガ
イドの作成および活
用 

９－（３） 
難病等に関する講演会等の実

施 

難病講演会の実施 

（区内で年２回） 

難病等に関する講演
会を継続開催し、併せ
て各種制度を周知 

９－（４） 
（仮称）医療・福祉関係者向け

研修会の実施 
― 

障害の特性等につい
て医療・福祉関係者向
け研修会を区で実施 

施策 9  保健・医療体制の充実  
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第 

５ 

章

37 ページ 
第５章 第四期 障害福祉計画 
１ 第四期 障害福祉計画のサクテイにあたって 
○ 障害福祉計画は障害シャ計画とは別に、障害シャ 総合支援法に規定する障害福祉サービス

トウのキョウキュウ見込み量などについて示すものです。 
○ 障害福祉サービストウのキョウキュウ見込み量は、「ビジョン」や障害シャ計画を踏まえて算

定しています。 
○ 障害福祉計画は、「障害福祉計画サクテイに係る国の基本指針」に従ってサクテイするものと

なっているため、第１章から第４章までの表記方法と異なっています。 
２ 基本指針による３つの目標 
○ 基本指針により、つぎの３項目の目標設定を行います。その算定方法についても、基本指針

で規定されています。 
（１）福祉施設から地域生活への移行 
○ 福祉施設から地域移行する入所シャ数の目標を設定します。             
○ 平成 29 年度マツの施設入所シャ数の目標を設定します。 
平成 25 年度マツ現在の施設入所シャ数 
４３９人 
 
【第四期計画の目標値】 
① 地域生活イコウシャスウ（平成 25 年度マツ時点入所シャの 12％）53 人 
② 平成 29 年度マツの施設入所シャ数 430 人 
 
（２）地域生活シエンキョテントウの整備 
○１か所整備 ⇒詳細は資料編 44 ページ参照 
（３）福祉施設から一般就労への移行 ☆ 
○ 福祉施設から一般就労への移行シャ数の目標を設定します。 
○ 就労移行 支援事業所の利用シャ数の目標を設定します。 
○ 就労イコウリツが３割以上の就労移行支援事業所数の目標を設定します。 
【第四期計画の目標値】 
① 一般就労イコウシャスウ（平成 24 年度実績の２倍）90 人 
② 就労移行支援事業所の利用シャ数 157 人 
③ 就労イコウリツが３割以上の事業所数の割合 70％ 
 
（用語解説） 
地域生活シエンキョテン…地域生活支援推進のため、キョジュウシエンキノウ（グループホーム

トウ）と地域支援機能（相談、緊急時の受入れ・対応や地域の体制づくりトウ）を一体的に行う

拠点のこと（タ機能 キョテン 整備ガタ）。地域で機能分担するメンテキ セイビガタも想定さ

れている。  
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４４ 地地域域生生活活支支援援事事業業のの供供給給見見込込みみ量量

サービス名 ２７年度 ２８年度 ２９年度

⑴理解促進研修・啓発事業 実施 実施 実施

⑵自発的活動支援事業 実施 実施 実施

⑶相談支援事業

①障害者相談支援事業 設置数 ４ ４ ４

基幹相談支援センター 設置 設置 設置

⑷成年後見制度利用支援事業 実施 実施 実施

⑸意思疎通支援事業

①手話通訳者派遣事業 件数 /年 ２，９５０ ２，９５０ ２，９５０

②要約筆記者派遣事業 件数 /年 ３２０ ３２０ ３２０

⑹日常生活用具等給付事業

①介護・訓練支援用具 件数 /年 ５０ ５０ ５０

②自立生活支援用具 件数 /年 １８０ １８０ １８０

③在宅療養等支援用具 件数 /年 １１０ １１０ １１０

④情報・意思疎通支援用具 件数 /年 ２６０ ２６０ ２６０

⑤排泄管理支援用具 件数 /年 １１，０００ １１，０００ １１，０００

⑥住宅改修 件数 /年 ３０ ３０ ３５

⑦緊急通報システム 件数 /年 １２ １４ １５

⑧火災安全システム 件数 /年 １ １ １

⑺移動支援事業
人 /月 ８５７ ８７４ ８９２

時間 /月 １３，７１２ １３，９８４ １４，２７２

⑻地域活動支援センター

①地域活動支援センターⅠ型 設置数 ４ ４ ４

②地域活動支援センターⅡ型
設置数 １ １ １

人 /月 ２８ ２８ ２８

③地域活動支援センターⅢ型
設置数 ２ ２ ２

人 /月 １８ ２２ ２８

⑼その他の事業

①訪問入浴サービス 件数 /年 ２，９５０ ３，０００ ３，０５０

②知的障害者職親委託制度 人 /月 １ １ １

③日中一時支援事業
人 /月 １６０ １６０ １６０

日数 /月 ４６０ ４６０ ４６０

④手話講習会事業 人 /年 ２００ ２００ ２００

⑤自動車運転免許取得助成事業 件数 /年 ８ ８ ８

⑥自動車改修費助成事業 件数 /年 １０ １０ １０
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３３ 障障害害福福祉祉ササーービビススのの供供給給見見込込みみ量量

サービス名 ２７年度 ２８年度 ２９年度

居宅介護
人 /月 ８５７ ８７５ ８９３

時間 /月 １６，７１２ １７，０６３ １７，４１４

重度訪問介護
人 /月 ９７ ９９ １０１

時間 /月 ３４，９２０ ３５，６４０ ３６，３６０

行動援護
人 /月 ８ ８ １０

時間 /月 ４２４ ４２４ ５３０

重度障害者等包括支援
人 /月 １   １ １

時間 /月 ４３４ ４３４ ４３４

同行援護
人 /月 ２０４ ２０９ ２１４

時間 /月 ８，５６８ ８，７７８ ８，９８８

生活介護
人 /月 １，０３５ １，０６５ １，０９４

日数 /月 １９，６６５ ２０，２３５ ２０，８０５

自立訓練（機能訓練）
人 /月 ２４ ２４ ２６

日数 /月 ２８８ ２８８ ３１２

自立訓練（生活訓練）
人 /月 ４２ ４２ ４４

日数 /月 ５４６ ５４６ ５７２

就労移行支援☆ 
人 /月 １９５ ２０５ ２１６

日数 /月 ３，１２０ ３，２８０ ３，４５６

就労継続支援Ａ型
人 /月 ９７ ９９ １０１

日数 /月 １，９４０ １，９８０ ２，０２０

就労継続支援Ｂ型
人 /月 １，０３０ １，０６０ １，０８５

日数 /月 １７，５１０ １８，０２０ １８，４４５

療養介護 人 /月 ７２ ７２ ７３

短期入所
人 /月 ２４２ ２５４ ２６７

日数 /月 １，９３６ ２，０３２ ２，１３６

施設入所支援 人 /月 ４３６ ４３３ ４３０

共同生活援助☆ 人 /月 ５１５ ５５５ ５９５

計画相談支援☆  人 /月 ７４４ ７８６ ８２３

地域移行支援 人 /月 ６   ６ ８

地域定着支援 人 /月 １ １ １
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38 ページ 
３ 障害福祉サービスのキョウキュウ見込み量 
次に、平成 27 年度から平成 29 年度の、障害福祉サービス毎のキョウキュウ見込み量一覧表が記

載されています。音声コードの機能の限界を超えてしまうため、すべてをお伝えすることができ

ません。事業名ごとに、ゲッカン利用人数見込量のみ読み上げます。 
 
 
キョタク介護 ２７年度８５７人、２８年度８７５人、２９年度８９３人。 
ジュウド訪問介護 ２７年度９７人、２８年度９９人、２９年度１０１人。 
行動エンゴ ２７年度８人、２８年度８人、２９年度１０人。 
ジュウド障害シャトウホウカツ支援 ２７年度１人、２８年度１人、２９年度１人。 
ドウコウエンゴ ２７年度２０４人、２８年度２０９人、２９年度２１４人。 
生活介護 ２７年度１，０３５人、２８年度１，０６５人、２９年度１，０９４人。 
自立訓練（機能訓練）２７年度２４人、２８年度２４人、２９年度２６人。 
自立訓練（生活訓練）２７年度４２人、２８年度４２人、２９年度４４人。 
就労移行支援 星印 ２７年度１９５人、２８年度２０５人、２９年度２１６人。 
就労継続支援Ａ型 ２７年度９７人、２８年度９９人、２９年度１０１人 
就労継続支援Ｂ型 ２７年度１，０３０人、２８年度１，０６０人、２９年度１，０８５人。 
リョウヨウ介護 ２７年度７２人、２８年度７２人、２９年度７３人。 
短期入所 ２７年度２４２人、２８年度２５４人、２９年度２６７人。 
施設入所支援 ２７年度４３６人、２８年度４３３人、２９年度４３０人。 
共同 生活援助 星印 ２７年度５１５人、２８年度５５５人、２９年度５９５人。 
計画相談 支援 星印 ２７年度７４４人、２８年度７８６人、２９年度８２３人。 
地域移行 支援  ２７年度６人、２８年度６人、２９年度８人。 
地域定着 支援 ２７年度１人、２８年度１人、２９年度１人。 
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４４ 地地域域生生活活支支援援事事業業のの供供給給見見込込みみ量量

サービス名 ２７年度 ２８年度 ２９年度

⑴理解促進研修・啓発事業 実施 実施 実施

⑵自発的活動支援事業 実施 実施 実施

⑶相談支援事業

①障害者相談支援事業 設置数 ４ ４ ４

基幹相談支援センター 設置 設置 設置

⑷成年後見制度利用支援事業 実施 実施 実施

⑸意思疎通支援事業

①手話通訳者派遣事業 件数 /年 ２，９５０ ２，９５０ ２，９５０

②要約筆記者派遣事業 件数 /年 ３２０ ３２０ ３２０

⑹日常生活用具等給付事業

①介護・訓練支援用具 件数 /年 ５０ ５０ ５０

②自立生活支援用具 件数 /年 １８０ １８０ １８０

③在宅療養等支援用具 件数 /年 １１０ １１０ １１０

④情報・意思疎通支援用具 件数 /年 ２６０ ２６０ ２６０

⑤排泄管理支援用具 件数 /年 １１，０００ １１，０００ １１，０００

⑥住宅改修 件数 /年 ３０ ３０ ３５

⑦緊急通報システム 件数 /年 １２ １４ １５

⑧火災安全システム 件数 /年 １ １ １

⑺移動支援事業
人 /月 ８５７ ８７４ ８９２

時間 /月 １３，７１２ １３，９８４ １４，２７２

⑻地域活動支援センター

①地域活動支援センターⅠ型 設置数 ４ ４ ４

②地域活動支援センターⅡ型
設置数 １ １ １

人 /月 ２８ ２８ ２８

③地域活動支援センターⅢ型
設置数 ２ ２ ２

人 /月 １８ ２２ ２８

⑼その他の事業

①訪問入浴サービス 件数 /年 ２，９５０ ３，０００ ３，０５０

②知的障害者職親委託制度 人 /月 １ １ １

③日中一時支援事業
人 /月 １６０ １６０ １６０

日数 /月 ４６０ ４６０ ４６０

④手話講習会事業 人 /年 ２００ ２００ ２００

⑤自動車運転免許取得助成事業 件数 /年 ８ ８ ８

⑥自動車改修費助成事業 件数 /年 １０ １０ １０
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３３ 障障害害福福祉祉ササーービビススのの供供給給見見込込みみ量量

サービス名 ２７年度 ２８年度 ２９年度

居宅介護
人 /月 ８５７ ８７５ ８９３

時間 /月 １６，７１２ １７，０６３ １７，４１４

重度訪問介護
人 /月 ９７ ９９ １０１

時間 /月 ３４，９２０ ３５，６４０ ３６，３６０

行動援護
人 /月 ８ ８ １０

時間 /月 ４２４ ４２４ ５３０

重度障害者等包括支援
人 /月 １   １ １

時間 /月 ４３４ ４３４ ４３４

同行援護
人 /月 ２０４ ２０９ ２１４

時間 /月 ８，５６８ ８，７７８ ８，９８８

生活介護
人 /月 １，０３５ １，０６５ １，０９４

日数 /月 １９，６６５ ２０，２３５ ２０，８０５

自立訓練（機能訓練）
人 /月 ２４ ２４ ２６

日数 /月 ２８８ ２８８ ３１２

自立訓練（生活訓練）
人 /月 ４２ ４２ ４４

日数 /月 ５４６ ５４６ ５７２

就労移行支援☆ 
人 /月 １９５ ２０５ ２１６

日数 /月 ３，１２０ ３，２８０ ３，４５６

就労継続支援Ａ型
人 /月 ９７ ９９ １０１

日数 /月 １，９４０ １，９８０ ２，０２０

就労継続支援Ｂ型
人 /月 １，０３０ １，０６０ １，０８５

日数 /月 １７，５１０ １８，０２０ １８，４４５

療養介護 人 /月 ７２ ７２ ７３

短期入所
人 /月 ２４２ ２５４ ２６７

日数 /月 １，９３６ ２，０３２ ２，１３６

施設入所支援 人 /月 ４３６ ４３３ ４３０

共同生活援助☆ 人 /月 ５１５ ５５５ ５９５

計画相談支援☆  人 /月 ７４４ ７８６ ８２３

地域移行支援 人 /月 ６   ６ ８

地域定着支援 人 /月 １ １ １
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39 ページ 
４ 地域生活 支援事業のキョウキュウ見込み量 

次に、平成 27 年度から平成 29 年度の、地域生活 支援事業のキョウキュウ見込み量一覧表が

記載されていますが、音声コードの機能の限界を超えてしまうため、すべてをお伝えすることが

できません。27 年度から 29 年度まで状況が変わらない場合は 29 年度のみ読み上げます。 
(1)理解ソクシン研修・ケイハツ事業  実施 
(2)自発的 活動 支援事業 実施 
(3)相談支援事業 
① 障害シャ 相談支援事業・キカン相談支援センター 設置数 4 か所 
(4)セイネンコウケンセイド利用支援事業 実施 
(5)イシソツウ支援事業 
①手話ツウヤクシャ派遣事業 年間 2,950 件 
②ヨウヤクヒッキシャ派遣事業 年間 320 件 
(6)日常生活用具トウキュウフ事業 
①介護・訓練支援用具 年間 50 件 
②自立生活支援用具 年間 180 件 
③ザイタクリョウヨウトウ支援用具 年間 110 件 
④情報・イシソツウ支援用具 年間 260 件 
⑤ハイセツカンリ支援用具 年間 11,000 件 
⑥住宅改修  ２７年度３０件、２８年度３０件、２９年度３５件 
⑦緊急通報システム   
２７年度１２件、２８年度１４件、２９年度１５件。 
⑧火災安全システム  年間 1 件 
(7)移動支援事業 
ゲッカン利用人数 ２７年度８５７人、２８年度８７４人、２９年度８９２人。 
(8)地域活動 支援センター 
①地域活動 支援センター１型 設置数４。 
②地域活動 支援センター２型 設置数１。ゲッカン利用人数 28 人。 
③地域活動 支援センター３型 設置数 ２。 

ゲッカン利用人数 27 年度 18 人、28 年度 22 人、29 年度 28 人。 
その他の事業 
①訪問入浴サービス 
 ２７年度２，９５０件、２８年度３，０００件、２９年度３，０５０件。 
②知的障害シャショクオヤイタクセイド ゲッカン 1 人。 
③ニッチュウイチジシエン事業 ゲッカン１６０人。 
④手話講習会事業 年間２００人。 
⑤自動車運転免許取得ジョセイ事業 年間８件。  
⑥自動車改修費ジョセイ事業  年間１０件。 
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１１ 計計画画をを円円滑滑にに推推進進すするるたためめのの取取りり組組みみ

（（１１））計計画画のの推推進進

○ 障害者計画・障害福祉計画の推進のため、ＰＤＣＡサイクルのプロセスに基づい

て、計画推進にあたっての課題の検討、進捗状況の点検・評価を行います。 

○ 第五期障害福祉計画（平成 30 年度～平成 32 年度）を策定する際に、必要に応じ

て障害者計画の見直しを行います。 

○ 障害のある方や障害者団体、サービス事業者等と連携し、障害者施策の推進に努

めます。 

（（２２））推推進進方方策策

①① 計計画画のの進進捗捗管管理理

○ 障害者団体等と適宜協議や情報交換等を行います。 

○ 計画の進捗状況等について、幅広く障害当事者や関係者の声を聞くため、「障害

者地域自立支援協議会」において協議を行います。 

②② 計計画画のの周周知知とと理理解解

○ 点検・評価の内容および計画に変更等ある場合は、区ホームページ等を活用し、

公表します。 

第 ６ 章  計画の推進のために
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５５ 障障害害児児支支援援（（児児童童福福祉祉法法にに基基づづくく事事業業））のの供供給給見見込込みみ量量

サービス名 ２７年度 ２８年度 ２９年度

児童発達支援
人 /月 ５２５ ５５２ ５８０

日数 /月 ３，１５０ ３，３１２ ３，４８０

放課後等デイサービス
人 /月 ５４６ ５７４ ６０３

日数 /月 ５，７３３ ６，０２７ ６，１５１

保育所等訪問支援
人 /月 １ １ １

日数 /月 ２ ２ ２

医療型児童発達支援
人 /月 １ １  ２

日数 /月 ８ ８ １６

障害児相談支援 人 /月 １９８ ２１６ ２３６
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40 ページ 
５ 障害児支援（児童福祉法に基づく事業）のキョウキュウ見込み量 
次に、平成 27 年度から平成 29 年度の、障害児支援事業のキョウキュウ見込み量一覧表が記載さ

れています。キョウキュウ見込量は次の通りです。 
児童発達支援 
 ゲッカン利用人数 ２７年度５２５人、２８年度５５２人、２９年度５８０人。 
 ゲッカン利用日数 ２７年度３，１５０日、２８年度３，３１２日、２９年度３，４８０日。 
ホウカゴトウ デイサービス  
ゲッカン利用人数 ２７年度５４６人、２８年度５７４人、２９年度６０３人。 
 ゲッカン利用日数 ２７年度５，７３３日、２８年度６，０２７日、２９年度６，１５１日。 
保育所トウ 訪問支援  
 ゲッカン利用人数 ２７年度１人、２８年度１人、２９年度１人。 
 ゲッカン利用日数 ２７年度２日、２８年度２日、２９年度２日。 
医療型児童発達支援 ゲッカン利用人数 ２７年度１人、２８年度１人、２９年度２人。 
 ゲッカン利用日数 ２７年度８日、２８年度８日、２９年度１６日。障害児相談支援  
 ゲッカン利用人数 ２７年度１９８人、２８年度２１６人、２９年度２３６人。 
 
 
 
 
 

練馬区障害者_type3.indd   40 2015/03/31   13:32:25


